
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.249(2015.07.19) from 山下 徹 □◇□◇□     

                         ==>  http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります。山下徹　あおぞら　検索

　

七
月
十
四
日
の
午
後
、

衆
議
院
議
員
会
館
前
は
百

余
人
が
座
り
込
ん
で
い
た
。

猛
暑
に
も
拘
わ
ら
ず
・
・
・
。

子
供
の
未
来
を
案
じ
る
母

親
。
日
本
山
妙
法
寺
の
僧

達
。

　

夕
方
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
の
「
戦
争
法
案
廃
案
！

強
行
採
決
反
対
！
七
・
一
四

大
集
会
」
が
あ
っ
た
。　

　

七
月
十
五
日
に
は
遂
に

衆
院
特
別
委
員
会
で
自
公

に
よ
り
強
行
採
決
。「
戦
争

さ
せ
な
い
・
九
条
壊
す
な
！

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
」
と
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
」

(

自
由
と
民
主
主
義
の
為
の

学
生
緊
急
行
動)

の
下
に

六
万
人
が
国
会
前
で
抗
議
。

　

七
月
十
六
日
に
は
遂
に

衆
院
本
会
議
で
、
民
主
、

共
産
な
ど
五
党
不
在
の
ま

ま
で
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
抗
議
し
て
七
月

十
六
日
に
は
お
昼
か
ら
国

会
前
で
抗
議
行
動
。
夕
方

か
ら
は
主
催
が
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｄ
ｓ
に
代
わ
り
、
続
々
と

若
者
が
集
合
し
て
き
た
。

国
会
議
事
堂
前

東
京
都
千
代
田
区

　
　

二
〇
一
五
年
七
月

７月１4 日の衆議院議員会館前

７月 16 日の国会議事堂正門

７月 16 日の国会前で抗議する人々
SEALDs ( ７月 16 日の国会正門前 )

戦争法反対の意思表示をしよう・・・

戦
争
法
を
衆
院
で
可
決

　

七
月
十
六
日
、
自
公
は

戦
争
法
を
衆
院
で
可
決
。

百
時
間
余
り
審
議
し
た
と

云
う
が
十
本
の
法
律
の
改

定
な
の
で
、
一
つ
十
時
間

の
審
議
に
過
ぎ
な
い
。

　

公
聴
会
で
は
与
党
推
薦

の
公
述
人
で
さ
え
違
憲
と

述
べ
た
。
自
公
政
権
が
合

憲
と
云
う
な
ら
、
違
憲
と

い
う
公
述
人
を
論
破
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な

く
と
も
過
半
の
憲
法
学
者

が
「
そ
れ
な
ら
合
憲
」
と

云
う
位
に
・
・
。
し
か
し
、

自
公
は
「
公
述
人
の
意
見

は
聞
き
お
く
」
の
み
。

先
ず
米
国
議
会
で
約
束

　

国
の
法
律
に
従
っ
て
、

国
会
の
議
決
に
基
づ
き
、

外
交
交
渉
を
す
る
の
が
政

府
の
義
務
。
し
か
し
、
安

倍
首
相
は
四
月
末
に
「
米

国
の
求
め
に
応
じ
て
世
界

の
ど
こ
に
で
も
自
衛
隊
を

派
遣
す
る
」
戦
争
法
を
夏

ま
で
に
国
会
で
成
立
さ
せ

る
と
米
国
議
会
で
約
束
。

八
割
が
反
対
の
国
民
に
は

向
き
合
わ
な
い
。

戦
争
法
反
対
の
若
者
を
応

援
し
よ
う

　

衆
院
で
可
決
は
さ
れ
た

が
参
議
院
で
の
審
議
が
あ

る
。
七
月
十
一
～
二
日
の

朝
日
新
聞
の
世
論
調
査
で

は
内
閣
支
持
率
は
39
％
、

不
支
持
率
は
42
％
。
強
行

採
決
で
更
に
下
が
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。

　

戦
争
法
反
対
集
会
や
行

動
に
参
加
し
、
そ
の
様
子

を
周
り
に
報
告
し
、
あ
る

い
は
、
戦
争
法
の
危
険
を

広
め
よ
う
。そ
う
す
れ
ば
、

安
倍
内
閣
支
持
率
が
ど
ん

ど
ん
下
が
る
。
自
公
も
安

倍
路
線
を
走
れ
な
く
な

る
。「
戦
争
の
党
、公
明
党
」

と
皆
が
云
う
の
だ
。

　

そ
の
時
、
戦
争
法
案
は

廃
案
に
な
る
。

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


